
5 がつ 25 にち から 5 がつ 29にち 

1 ねんせい がくしゅうかだい 

 

 

こくご① （きょうかしょ 30 ぺえじから 39 ぺえじ） 

1 2 3 

ことばあそびを して 

たのしもう 

「はなの みち」を よんで 

かんがえよう 

「はなの みち」を よんで 

みつけよう 

 

 

こくご② （ひらがなわあく 23 ぺえじから 33 ぺえじ） 

1 2 3 4 5 

「よ」「め」「せ」

「ぬ」をかこう 

・「の」「れ」をかこう 

・「ひらがなのひょう」

に ひらがなを  

ぜんぶ かいて  

みよう 

かたちの  にて 

いる じに きを

つけて かこう 

「゛」や「゜」の  

つく じを  

かいて みよう 

ち い さ く  か く 

じに きをつけて 

かこう 

 

 

さんすう  （きょうかしょ 18 ぺえじから 23 ぺえじ） 

1 2 3 

おおきい かずを  

かぞえよう 

6 は いくつと いくつか  

かんがえよう 

7 は いくつと いくつか 

かんがえよう 

 

 

せいかつ （きょうかしょ 34 ぺえじから 37 ぺえじ） 

1 2 3 

あさがおの かんさつを しよう 

 

 

 

 



おんがく （きょうかしょ 14 ぺえじと 15 ぺえじ 

6 ぺえじと 7 ぺえじ） 

1 2 

「かたつむり」を みぶりを つけて  

うたおう 

「かもつれっしゃ」を うたおう 

 

ずこう 

1 2 

ちぎって はって たのしもう ちぎって はって たのしもう 

 

たいいく・ぶよう 

1 2 3 

「ちゃれんじかあど」から あたら

しく ひとつ えらんで  

ちょうせんしよう 

「ちゃれんじかあど」から この

まえと ちがうひとつを  

えらんで ちょうせんしよう 

「ちゃれんじかあど」から 

えらんだ ふたつを 

れんしゅうしよう 

 

えいご 

1 2 

ようびの うたを うたおう ようびを えいごで いおう 

 

どうとく （きょうかしょ 12 ぺえじ と 13 ぺえじ） 

1 

「よい ことと わるい こと」を みて かんがえよう  

 

とくべつかつどう（とっかつ） 

1 

ぞうきんがけを しよう 

 

 

 



 1ねん1くみ　じかんわり

5/25（げつ） 5/26（か） 5/27（すい） 5/28（もく） 5/29（きん）

1 こくご こくご こくご たいいく こくご
ことばあそびを　し
て　たのしもう
・きょうかしょ
・ことばあそびの
ぷりんと

「はなの　みち」
を　よんで
かんがえよう
・きょうかしょ
・はなのみちの
ぷりんと

「はなの　みち」
を　よんで
みつけよう

・きょうかしょ

「ちゃれんじかあど」
から
えらんだ　ふたつを
れんしゅうしよう

・ちゃれんじかあど

ちいさく　かく　じ
に　きをつけて
かこう

・ひらがなわあく

2 おんがく えいご おんがく こくご さんすう
「かたつむり」を
みぶりを　つけて
うたおう
・きょうかしょ
・ぱそこんなど

ようびの　うたを
うたおう

・ぱそこんなど

「かもつれっしゃ」
を　うたおう

・きょうかしょ
・ぱそこんなど

「゛」や「゜」の
つく　じを
かいて　みよう

・ひらがなわあく

7は　いくつと　いくつ
か
かんがえよう
・きょうかしょ
・ぶろっく
・7はいくつといくつの
ぷりんと

3 たいいく ぶよう えいご せいかつ ずこう
「ちゃれんじかあ
ど」から あたらしく
ひとつ えらんで
ちょうせんしよう
・ちゃれんじかあど

「ちゃれんじかあど」
から このまえと ちが
うひとつを
えらんで ちょうせんし
よう

・ちゃれんじかあど

ようびを　えいご
で　いおう

・ぱそこんなど

あさがおの　かん
さつを　しよう

・きょうかしょ
・あさがお
・かんさつかあど

ち ぎ っ て はって
たのしもう
・くろいろの がよう
し
・おりがみ
・のり

4 さんすう とっかつ さんすう どうとく ずこう
おおきい　かずを
かぞえよう
・きょうかしょ
・ぶろっく
・ふらっしゅかあど
・せんでむすぼうの
ぷりんと

ぞうきんがけを
しよう

・ぱそこんなど

6は　いくつと　いくつ
か　かんがえよう
・きょうかしょ
・ぶろっく
・6はいくつといくつの
ぷりんと

「よい　ことと
わるい　こと」を
みて　かんがえよ
う

・きょうかしょ

ち ぎ っ て はって
たのしもう
・くろいろの がよう
し
・おりがみ
・のり

5 こくご こくご せいかつ せいかつ
「 よ 」 「 め 」
「せ」「ぬ」をか
こう

・ひらがなわあく

・「の」「れ」をかこう
・「ひらがなのひょう」
に　ひらがなを
ぜんぶ　かいて
みよう
・ひらがなわあく

あさがおの　かん
さつを　しよう
・きょうかしょ
・あさがお
・かんさつかあど

あさがおの　かんさ
つを　しよう
・きょうかしょ
・あさがお
・かんさつかあど

6 こくご
かたちの　にて
いる　じに　きを
つけて　かこう
・ひらがなわあく



 1ねん2くみ　じかんわり

5/25（げつ） 5/26（か） 5/27（すい） 5/28（もく） 5/29（きん）

さんすう こくご こくご えいご こくご
おおきい　かずを
かぞえよう
・きょうかしょ
・ぶろっく
・ふらっしゅかあど
・せんでむすぼうの
ぷりんと

「はなの　みち」
を　よんで
かんがえよう
・きょうかしょ
・はなのみちの
ぷりんと

「はなの　みち」
を　よんで
みつけよう

・きょうかしょ

ようびの　うたを
うたおう

・ぱそこんなど

ちいさく　かく　じ
に　きをつけて
かこう

・ひらがなわあく

たいいく ぶよう さんすう おんがく えいご
「ちゃれんじかあ
ど」から あたらしく
ひとつ えらんで
ちょうせんしよう
・ちゃれんじかあど

「ちゃれんじかあど」
から このまえと ちが
うひとつを
えらんで ちょうせんし

よう
・ちゃれんじかあど

6は　いくつと　いく
つか　かんがえよう
・きょうかしょ
・ぶろっく
・6はいくつといくつの
ぷりんと

「かもつれっしゃ」
を　うたおう
・きょうかしょ
・ぱそこんなど

ようびを　えいご
で　いおう

・ぱそこんなど

こくご おんがく ずこう どうとく たいいく
ことばあそびを　し
て　たのしもう
・きょうかしょ
・ことばあそびの
ぷりんと

「かたつむり」を
みぶりを　つけて
うたおう
・きょうかしょ
・ぱそこんなど

ちぎっ て はって
たのしもう
・くろいろの がよう
し
・おりがみ
・のり

「よい　ことと
わるい　こと」を
みて　かんがえよ
う
・きょうかしょ

「ちゃれんじかあど」
から
えらんだ　ふたつを
れんしゅうしよう

・ちゃれんじかあど

せいかつ とっかつ ずこう こくご さんすう
あさがおの　かん
さつを　しよう
・きょうかしょ
・あさがお
・かんさつかあど

ぞうきんがけを
しよう

・ぱそこんなど

ちぎっ て はって
たのしもう
・くろいろの がよう
し
・おりがみ
・のり

「゛」や「゜」の
つく　じを
かいて　みよう

・ひらがなわあく

7は　いくつと　いく
つか
かんがえよう
・きょうかしょ
・ぶろっく
・7はいくつといくつの
ぷりんと

こくご こくご こくご せいかつ
「 よ 」 「 め 」
「せ」「ぬ」をか
こう

・ひらがなわあく

・「の」「れ」をか
こう
・「ひらがなのひょ
う」に　ひらがなを
ぜんぶ　かいて

みよう

・ひらがなわあく

かたちの　にて
いる　じに　きを
つけて　かこう

・ひらがなわあく

あさがおの　かん
さつを　しよう
・きょうかしょ
・あさがお
・かんさつかあど

せいかつ
あさがおの　かん
さつを　しよう
・きょうかしょ
・あさがお
・かんさつかあど

3

2

1

6

5

4



がくしゅうの せつめい 

 

こくご① 

ことばあそびを して たのしもう 

きょうかしょの 30 ぺえじと 31 ぺえじの 「たのしいな、ことばあそび」を みましょう。 

あ・い・う・え・おの つく ことばを かんがえましょう。 ただ ことばを かんがえるだけで なく 

あで はじまる 2 もじの ことば あで はじまる 3 もじのことば・・・ というふうに やって 

いきます。 かんがえたら ぷりんとに かいて いきましょう。 

 あ・い・う・え・おだけで なく こうのりか せんせいと やじまかなえ せんせいと ぶんきょうの 

こ・か・や・え・ぶも あるよ！ 

 

「はなの みち」を よんで かんがえよう 

 きょうかしょの 32 ぺえじから 39 ぺえじを 3 かい おんどくしましょう。 

ぶんには てん（、）と まる（。）が あります。 「。」の ついている ところまでが ひとつの 

ぶんです。 ぶんは よみやすいように 「、」が ついています。 

 「きょうははれていてきもちがよいです」よりも 「きょうは、はれていて、きもちがよいです」の  

ほうが よみやすいですね。 

 3 かい おんどくを したら 「はなの みち」の ぷりんとに とりくみましょう。 「、」や 「。」の 

まえには どんな ことばが はいるかな？ 

 

「はなの みち」を よんで みつけよう 

きょうかしょの 32 ぺえじから 39 ぺえじを 3 かい おんどくしましょう。  

34 ぺえじと 35 ぺえじの えには、 どんな いきものたちが いるかな？ また、 38 ぺえじと 

39 ぺえじの えには、 どんな いきものたちが いるかな？ 10 しゅるい みつけてみましょう。  

  



ますの ここだよ！ 

1 の へや 

4 の へや 3 の へや 

2 の へや 

ますの ここだよ！ 

こくご② 

ひらがなの わあくに ついて 

 やりかたは まえと おなじです。 したじきを しいて かきます。 ぺえじが かわっても したじ

きを いれかえて もじを かいていきましょう。 

26 ぺえじと 27 ぺえじは ひらがなの ひょうを なぞったら したの 「しりとりあそび」も  

やってみましょう。 

 

 28 ぺえじと 29 ぺえじは、 えを みて どんな ことばが はいるか かんがえましょう。 

 

 30 ぺえじと 31 ぺえじは、 「゛」や「゜」の つく じを なぞったら、 えを みて ことばを  

かいていきましょう 

 

 32 ぺえじと 33 ぺえじは、 ちいさく かく じに きをつけて かいていきます。 ちいさく  

かく じは、 たてがきの ばあい、 ますの なかの 「2 の へや」に かきます。 

 

 

 でも、 よこがきの ばあいは 「3 の へや」に かきます。 

 

 

 

「おんどくの もり」 

 5がつ25にちから 5がつ29にちまでは 10ぺえじ と 11 ぺえじの 「はるは いっち に」を 

できるだけ まいにち こえに だして よみましょう。  

いちにちに なんかいも よんでも いいですよ。 

  

  

  



さんすう 

おおきい かずを かぞえよう 

きょうかしょの 18 ぺえじの いろいろな ものの かずを かぞえて ますに かずを  

かきましょう。 したじきを しくのも わすれずに！ 

18 ぺえじが おわったら 19 ぺえじの 「Ⅱ」と かいて ある ところは おうちの ひとと  

いっしょに やりましょう。 

したじきを 19 ぺえじに いれかえて おなじ かずどうしを せんで むすびましょう。  

きょうかしょの もんだいを やりおえたら 「せんで むすぼう」の ぷりんとを やりましょう。 

 

 

（保護者の皆様へ） 

5 月の 1 日にお配りした配布物の中に、算数用のフラッシュカードとして 4 枚プリントを入れさせていただきました。

そちらのプリントを線のところでお切りいただいて、教科書 11 ページ Ⅱ（切ったフラッシュカードをランダムに見せ、

数をお子様にこたえてもらう）のように、お子様に考えさせていただけたらと思います。よろしくお願いいたします。 

 

6 は いくつと いくつか かんがえよう 

きょうかしょの 20 ぺえじの てで かくされている ぶろっくの かずを かんがえましょう。 

ぶろっくの かずは ぜんぶ 6 つずつです。 みえている ぶろっくの かずと あと いくつ  

あれば 6 に なるかな・・・と かんがえて いきましょう。 したじきを しくのも わすれずに！ 

20 ぺえじが おわったら したじきを 21 ぺえじに いれかえて つづきを やりましょう。  

21 ぺえじの 「Ⅲ」は かずを かぞえて そのかずを ますに かきましょう。 きょうかしょが 

おわったら 「6 は いくつと いくつ」の ぷりんとを やりましょう。 

 

7 は いくつと いくつか かんがえよう 

きょうかしょの 22 ぺえじの てで かくされている ぶろっくの かずを かんがえましょう。  

ぶろっくの かずは ぜんぶ 7 つずつです。 まえの ときと おなじように やっていきます。 

したじきを しくのも わすれないように しましょう。 きょうかしょの もんだいが おわったら 

「7 は いくつと いくつ」の ぷりんとを やりましょう。 

 



せいかつ 

あさがおの かんさつを しよう 

 きょうかしょの 34 ぺえじと 35 ぺえじを ひらきましょう。 あさがおの め は  

でてきたかな？ あさがおも みなさんと おなじで ひとりひとり ちがいます。 すぐに め が 

でて ぐんぐん おおきく なる こも いれば ゆっくり め を だして すこしずつ おおきく  

なっていく こも います。 あさがおに よって おおきく なる ようすは ちがうと おもうので 

せいかつかの じかん だけでは なく あさがおの ようすが かわって いったら  

かんさつかあどに かいていきましょう。 そのため かんさつかあどは おおめに いれておきます。 

ぜんぶ かかなくても だいじょうぶです。  

 かんさつかあどの かきかたは きょうかしょを よく みて あさがおだけを おおきく えに  

かくように しましょう。 

 おみずは まいにち わすれずに あげているかな？ でも あめのひは あげなくても  

だいじょうぶですよ。 

 

 

おんがく 

「かたつむり」を みぶりを つけて うたおう 

きょうかしょの 14 ぺえじと 15 ぺえじに のっている 「かたつむり」の きょくを うたいながら 

かたつむりに なりきります。 ちょきと ぐーで かたつむりを つくったり じぶんの あたまに 

ゆびの つのを はやしたりして かたつむりに なりきって みましょう。 

 

「かもつれっしゃ」を うたおう 

きょうかしょの 6 ぺえじと 7 ぺえじに のっている 「かもつれっしゃ」の きょくを  

うたえるように しましょう。 うたえるように なったら れっしゃに なりきって おんがくに  

あわせて あるきながら うたいましょう。 また、 「がっちゃん」で おうちのひとと りょうてで  

たっちを して じゃんけんを しましょう。 

 



（保護者の皆様へ） 

どちらの音源も教育出版のホームページに載っていますので、そちらをご活用ください。。 

https://www.kyoiku-shuppan.co.jp/textbook/shou/ongaku/document/ducu2/docu206/1nen.html 

 

 

たいいく・ぶよう 

「ちゃれんじかあど」から あたらしい ひとつを えらんで ちょうせんしよう 

「ちゃれんじ かあど」から またひとつ あたらしい わざを えらんで れんしゅうしましょう。 

にこにこまあくを たくさん ぬる ことが できる ように がんばりましょう。 

 

「ちゃれんじかあど」から このまえと ちがうひとつを えらんで ちょうせんしよう 

「ちゃれんじ かあど」から このまえとは ちがう わざを もうひとつ えらんで れんしゅうを 

しましょう。 

 

 

えいご 

ようびの うたを うたおう 

まえに きいた どうがを ききます。  

1 かいめは どんな ことを はなして いたか おもいだしながら ききましょう。 

2 かいめは すぴいどを はやくして ききましょう。 わかるように なったひとは がめんを  

みないで うたってみましょう。 

 

ようびを えいごで いおう 

 どうがを みて 1 かいめは ことばを おもいだしながら ききましょう。 どうがを みたら  

きょうが なんようびか えいごで いいましょう。 

2 かいめは かれんだあの ようびを ゆびで さしながら じゅんばんに ようびを えいごで 

いってみましょう。 にちようびから げつようび かようび・・・の じゅんばんに いったり ぎゃくの 

どようび きんようび もくようび すいようび かようび げつようび にちょうびの じゅんばんに 

いったりしましょう。 わからなくなったら どうがを みましょう。 

https://www.kyoiku-shuppan.co.jp/textbook/shou/ongaku/document/ducu2/docu206/1nen.html


（保護者の皆様へ） 

歌を覚える必要はありませんので、映像に関しましてはこちらをご活用ください。 

https://www.youtube.com/watch?v=yiZkhlV9caM 

 

 

 

どうとく 

「よい ことと わるい こと」を みて かんがえよう  

きょうかしょの 12 ぺえじと 13 ぺえじの えを みて よいことと わるいことを みつけましょう。  

えの なかの わるいことを してしまっている ひとには なんと いってあげたら よいか  

かんがえましょう。 

 

 

 

とくべつかつどう（とっかつ） 

ぞうきんがけを しよう 

まえに まなんだ ぞうきんの しぼりかたは おぼえて いるかな？ きょうも ぞうきんを  

しぼって おそうじを します。 きょうは ゆかも ふいてみましょう。 ゆかを ふくときは  

しっかり まえを むいて けがの ないように きをつけましょう。 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=yiZkhlV9caM


いちねんせい ずこうの おべんきょう 

 

 

こんかいの おべんきょうに ついて せつめいして いきますね。 

こんかいは おりがみを つかった おべんきょう です。 

でも おるのでは なくて おりがみを ちいさく きったり おおきく きったりした ものを はって 

さくひんを つくります。 

 

 

かだい ④ 〔  ちぎって はって  〕            きょうかしょ ３２ ぺえじ 

 

おおきく ちぎる。 ちいさく ちぎる。 いろんな かたちが みえてくるね。 

 

つかうもの 

・くろいろの がようし 

・おりがみ 

・のり （いれものが あおいのり）  

 

◎ちぎった かみを つかって、 えに したい ことを かんがえよう 

◎かみを ちぎったり はったり して たのしもう 

 

 

 

●えを かいたら うらに じぶんの なまえと かいたもの のなまえ をかく 

 

●かいた えは がっこうが はじまったときに たんにんの せんせいに だして ください。 

 

●もっと かきたいとき はおなじ くらいの おおきさの かみを ようい して かいて みてね 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 はやく いっしょに おべんきょう したいですね！！ 


